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合
併
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

さ
だ
ま
さ
し
ス
ー
パ
ー
ア
コ
ー
ス
テ
ッ
ィ
ク

ア
ン
コ
ー
ル  

予
感
＋

　

市
で
は
、
新
豊
川
市
の
誕
生
を
記
念

し
て
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
に
よ
る
合
併
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
は
、
毎
年
１
０
０

回
に
も
及
ぶ
全
国
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

を
行
い
、
年
間
20
万
人
を
超
え
る
観
客

を
動
員
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
魅
力
や
心
温
ま
る

ラ
イ
ブ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
御
津
文
化
会
館

（
76
局
３
７
２
０
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
25
日
（
金
）
午
後
６
時

開
演

◆
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
出
演　

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
ほ
か

◆
入
場
料　

７
千
３
５
０
円
（
全
席
指

定
。
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

◆
前
売
券　

11
月
28
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、
御

津
文
化
会
館
、
小
坂
井
文
化
会
館
で

発
売

◆
そ
の
他　

前
売
券
発
売
日
に
購
入
希

望
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
合
、
１
回

の
購
入
に
つ
き
、
１
人
２
枚
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

な
ぜ
江
戸
の
町
は
ご
み
が
な
か
っ
た

の
か
。
古
典
落
語
「
井
戸
の
茶
碗
」
を

題
材
に
し
た
、
人
を
信
じ
る
心
や
人
情

を
ほ
の
ぼ
の
と
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ

る
演
劇
で
す
。　

◆
日
時　

１
月
16
日
（
日
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

前
進
座

◆
入
場
料　

一
般
＝
２
千
円
▽
高
校
生

以
下
＝
１
千
円
（
全
席
指
定
）

◆
前
売
券　

11
月
14
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
御
津
文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘

さだまさしさん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、

小
坂
井
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で
発

売
◆
問
合
せ
先　

御
津
文
化
会
館
（
76
局

３
７
２
０
番
）

　

横
山
大
観
や
川
合
玉
堂
な
ど
「
水
」

を
描
い
た
名
品
を
全
国
の
美
術
館
か
ら

集
め
た
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
川
や

海
の
情
景
か
ら
日
常
生
活
ま
で
、
人
々

の
心
情
と
交
わ
り
な
が
ら
変
化
す
る
水

の
情
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
85

局
３
７
７
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

11
月
19
日
か
ら
12
月
19
日
ま

で
（
月
曜
日
は
休
館
。
た
だ
し
、
11

月
23
日
は
開
館
）

◆
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
入
場
料　

一
般
＝
４
０
０
円
（
当
日

券
は
６
０
０
円
）
▽
学
生
以
下
＝
無

料
◆
主
な
出
品
作
家
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

　

上
田
薫
、
小
野
竹
喬
、
川
合
玉
堂
、

杉
本
健
吉
、
千
住
博
、
高
山
辰
雄
、

竹
内
栖
鳳
、
道
家
珍
彦
、
徳
岡
神
泉
、

東
山
魁
夷
、
平
川
敏
夫
、
福
田
平
八

郎
、
山
口
薫
、
横
山
大
観
ほ
か

◆
そ
の
他　

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
作
品
解
説
会
や
水
墨
画
・
年
賀

状
作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
化

振
興
課
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展

水
の
表
現
展

川合玉堂「鵜飼」

前
進
座
公
演

く
ず
ー
い
屑
屋
で
ご
ざ
い



20ー広報とよかわ

（11月16日～12月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
桜ヶ丘ミュージアム 

「ライア（竪琴）、オカリナ、歌によるコンサート」
11月21日
11：00～・13：30～ 桜ヶ丘ミュージアム 無料、当日会場へ

せせらぎたいむ 
「クリスマスコンサート」 12月25日14：00～ 音羽文化ホール

（ウィンディアホール）
500円（お菓子・飲み物付き）、11月20日（土）から音
羽文化ホールで前売券を発売

さわやか音楽会 
「唄と筝でつづる新春の調べ」 １月14日19：00～ 小坂井文化会館

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付
き）、小坂井文化会館で前売券を発売中

さわやか音楽会 
「小さな小さなお話」 １月27日10：00～ 小坂井文化会館

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付
き）、小坂井文化会館で前売券を発売中

あったかハートのコンサート 
「駆け回る20本の指～五線譜を大行進！～」１月27日19：00～ 御津文化会館 

（ハートフルホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
11月14日（日）から御津文化会館で前売券を発売

さわやか音楽会 
「飛翔 ＮＥＯ 津軽三味線」 ２月３日10：00～ 小坂井文化会館

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付
き）、小坂井文化会館で前売券を発売中

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
デザイン書道作家 鈴木愛小品展 11月２日～23日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
趣味の会 作品展 11月16日～30日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
花と妖精 ＰartⅢ 布花と創作人形 11月17日～28日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
グループかたつむり作品展 11月18日～21日 勤労福祉会館 無料、かたつむり（平岡）☎85－3549
市民呈茶（裏千家） 11月20日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
中部歌連2000年会
カラオケ発表会 11月21日９：30～ 一宮生涯学習会館 無料、豊川文化協会歌謡部 一宮カラオケ会

（今川）☎93－2356

第７回 雅會発表会 11月21日10：00～ 小坂井文化会館 無料（要整理券）、津軽三味線 雅會
（近田）☎0532－62－9896

豊川閣寺宝館 平成22年冬季宝物展 11月25日～12月26日 豊川閣寺宝館 有料、渡辺小華「歳寒三友」ほか、豊川閣寺宝館☎85－2030
「月にうさぎがとびはねて」ＰartⅦ 
ニットと布の共演 12月１日～12日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482

子どもたちとガラス絵 12月２日～14日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
第211回高学年部例会

「君がいるから」 12月５日18：00～ ゆうあいの里多目的ホール 会員無料、豊川おやこ文化の会（向出）☎86－6698

市民呈茶（煎茶：薫風流） 12月11日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
第29回一秀会カラオケ歌謡まつり 12月12日10：00～ 文化会館大ホール 無料、一秀会（前沢）☎87－3775
市民月例茶会（裏千家・煎茶：薫風流）12月12日10：00～ 地域文化広場 有料、豊川文化協会茶道部☎89－7082

　大森運夫は大正６（1917）年、三上町に生まれ
ました。岡崎師範学校（現在の愛知教育大学）を
卒業後、牛久保尋常高等小学校や南部中学校など
で教員として勤めていました。
　昭和 25（1950）年に日本画家・中村正義さん
の影響で日本画を始め、新制作展や日展での入選

を果たしました。その後、
画業に専念するため教職 地鳴りⅡ／1971年

❖大
おお

森
もり

運
かず

夫
お
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1917年～

を退き、昭和 37（1962）年に関東へ転居しました。
　独学で身につけた力強い画法が彼の特徴で、労
働者や祭り、浄瑠璃人形などをテーマに一貫して
人間の生きる姿を描き続けています。


